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新聞記事は著作権法で
保護されています。

※ 業務上、コピーや記事のクリッピングが必要な場合。
※ パソコンへのスキャン転載。インターネット配信。コピーの配布。
※ 他媒体への記事や写真の二次利用などをお考えの場合。

※著作権者の許諾を得ていないコピー、
　データ取り込み等は 違法となります!!

大阪本社 ＩＴ事業局へお問い合わせください。
新聞記事の複製許諾などのご相談は

〒550-0011 大阪市西区阿波座1丁目3番15号　ＴＥＬ（06）7733-7001　ＦＡＸ（06）7733-7070

について著作権
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※

無
許
諾
で
の
二
次
利
用
は
違
法
で
す
。

※

無
許
諾
で
二
次
利
用

溶
接
・
塗
装
自
動
化
ロ
ボ
ッ
ト

溶
接
・
塗
装
自
動
化
ロ
ボ
ッ
ト

川
重
、造
船
企
業
な
ど
に
展
開

坂出で実証、ＡＩ開発も

世界粗鋼生産7月微減
中国以外は3.4％増

ト
ヨ
タ
11
月
国
内
生
産
計
画

1
万
4400
台
後
半
の
高
水
準

日
当
た
り
9
、10
月
も
上
方
修
正

高炉改修などに
1600億円投資

政府が5割助成

米
ク
リ
フ
ス

タ
カ
ミ
ヤ
の
農
業
Ｄ
Ｘ
基
盤

茨
城
・
常
総
市
が
導
入

農
地
所
有
者
と
担
い
手
つ
な
ぐ

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン

タ
ー
高
度
化
支
援

日
鉄
ソ
リ
ュ

米
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

鋼
材
出
荷
8.7
％
増

6
月
、16
カ
月
連
続

山
陰
最
大
級
の

音
楽
フ
ェ
ス
参
画

プ
ロ
テ
リ
ア
ル

9
月
に
松
江
で

破
産
手
続
き
開
始

解
体
工
事
の
倉
本
組

川
崎
重
工
業
は
、
坂
出
工
場
（
香
川

県
坂
出
市
）
で
溶
接
、
塗
装
、
検
査
を

自
動
化
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
現
場
で
実

証
、
導
入
し
、
将
来
的
に
造
船
業
界
な

ど
大
型
鋼
構
造
物
の
製
造
を
行
う
他
社

へ
の
展
開
を
目
指
す
。
本
年
度
に
船
体

構
造
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
、
来
年
度
に
パ
イ

プ
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
自
動

化
を
推
進
す
る
。
並
行
し
て
、
Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
も
進

め
、
省
人
化
・
省
熟
練
化
に
つ
な
が
る

ロ
ボ
ッ
ト
を
実
用
化
す
る
。
Ａ
Ｉ
ロ
ボ

ッ
ト
は
、
将
来
的
に
は
造
船
業
界
だ
け

で
な
く
、
建
設
や
プ
ラ
ン
ト
分
野
に
も

ロ
ボ
ッ
ト
を
販
売
で
き
る
よ
う
に
す
る

考
え
だ
。

造
船
業
界
で
は
人
手
不

足
や
熟
練
技
能
者
の
減
少

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
屋

外
・
高
所
・
曲
面
と
い
っ

た
開
放
空
間
で
の
溶
接
・

塗
装
作
業
は
、
作
業
負
荷

や
安
全
面
の
課
題
が
大
き

く
、
自
動
化
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
、
組

み
立
て
や
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

が
可
能
な
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

を
販
売
し
て
き
た
。
今
後

は
ア
ー
ク
溶
接
が
で
き
る

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発

し
、
坂
出
工
場
で
実
証
す

る
。
船
舶
海
洋
デ
ィ
ビ
ジ

ョ
ン
坂
出
造
船
工
場
生
産

技
術
部
長
の
山
崎
健
太
郎

氏
は
「
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
は

作
業
場
所
が
あ
る
程
度
固

定
さ
れ
る
た
め
、
船
体
な

ど
の
大
型
の
ワ
ー
ク
に
対

し
て
適
用
が
難
し
か
っ

た
。
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
は
人

と
ロ
ボ
ッ
ト
の
作
業
空
間

を
分
け
る
た
め
の
安
全
柵

が
不
要
な
た
め
、
作
業
対

象
物
の
近
く
に
配
置
し
、

人
と
隣
り
合
っ
て
作
業
で

き
る
」
と
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

の
メ
リ
ッ
ト
を
示
す
。

坂
出
工
場
が
Ｌ
Ｐ
Ｇ
／

ア
ン
モ
ニ
ア
運
搬
船
な
ど

の
高
付
加
価
値
船
に
特
化

す
る
方
針
を
示
し
て
い
る

中
、
パ
イ
プ
の
溶
接
作
業

は
増
え
る
見
込
み
。
山
崎

氏
は
「
こ
れ
ま
で
も
隅
肉

溶
接
や
、
突
き
合
わ
せ
溶

接
な
ど
で
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

る
自
動
化
を
図
っ
て
き
た

が
、
う
ま
く
使
い
こ
な
せ

て
い
な
か
っ
た
。
今
後
は

パ
イ
プ
の
溶
接
が
さ
ら
に

増
え
る
た
め
、
産
業
ロ
ボ

ッ
ト
と
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
そ

れ
ぞ
れ
の
特
長
を
生
か
し

て
、
自
動
化
に
力
を
入
れ

た
い
」
と
話
す
。

Ａ
Ｉ
と
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

を
活
用
し
た
次
世
代
造
船

所
の
取
り
組
み
も
進
め
て

い
る
。
こ
の
ほ
ど
、
新
来

島
ど
っ
く
（
愛
媛
県
今
治

市
）、名
村
造
船
所
と
共
同

で
、
海
上
・
港
湾
・
航
空

技
術
研
究
所
の
技
術
開
発

事
業
に
採
択
さ
れ
た
。
船

体
ブ
ロ
ッ
ク
外
部
な
ど
の

屋
外
・
高
所
・
曲
面
と
い

っ
た
開
放
空
間
を
対
象

に
、
溶
接
・
塗
装
・
品
質

確
認
を
一
貫
し
て
担
う
Ａ

Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発

に
取
り
組
む
。

ロ
ボ
ッ
ト
デ
ィ
ビ
ジ
ョ

ン
汎
用
ロ
ボ
ッ
ト
総
括
部

汎
用
シ
ス
テ
ム
部
長
の
原

一
範
氏
は
「
フ
ィ
ジ
カ
ル

Ａ
Ｉ
の
最
新
技
術
を
ロ
ボ

ッ
ト
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
自
動
化

で
き
な
か
っ
た
領
域
に
踏

み
込
ん
で
い
け
る
」
と
意

気
込
む
。

坂
出
工
場
は
こ
れ
ま

で
、
船
殻
ブ
ロ
ッ
ク
大
組

み
立
て
工
程
で
8
台
の
ア

ー
ク
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

る
升
目
溶
接
の
自
動
化
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
。
3
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
モ

デ
リ
ン
グ
し
た
船
体
構
造

の
情
報
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
の

動
作
に
必
要
な
デ
ー
タ
を

導
き
出
し
、
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
に
よ
り
自
動
で
ワ
ー

ク
位
置
を
検
知
し
て
、
安

定
的
な
自
動
溶
接
を
可
能

に
し
て
い
る
。
坂
出
工
場

だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ

外
の
造
船
企
業
に
も
導
入

実
績
が
あ
り
、
長
期
に
わ

た
っ
て
成
果
を
上
げ
て
い

る
。原

氏
は
「
当
社
に
は
社

内
で
開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

を
実
証
で
き
る
製
造
現
場

が
あ
る
。
実
績
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
現
場
と
直
接
対

話
を
し
な
が
ら
開
発
が
で

き
る
こ
と
に
加
え
、
社
内

の
研
究
開
発
部
門
で
あ
る

技
術
開
発
本
部
が
、
全
社

の
技
術
を
横
断
的
に
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
、
ロ
ボ
ッ

ト
単
体
に
と
ど
ま
ら
な
い

総
合
的
な
技
術
力
を
開
発

に
生
か
せ
る
点
が
大
き
な

強
み
だ
」と
力
を
込
め
る
。

今
後
、
ロ
ボ
ッ
ト
デ
ィ

ビ
ジ
ョ
ン
と
船
舶
海
洋
デ

ィ
ビ
ジ
ョ
ン
の
知
見
を
生

か
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
グ
ル

ー
プ
外
の
企
業
に
も
展
開

す
る
考
え
だ
。
造
船
業
界

だ
け
で
な
く
、
建
設
業
界

で
も
人
手
不
足
や
熟
練
作

業
者
の
減
少
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
原
氏

は
「
鉄
骨
や
タ
ン
ク
の
製

造
、
建
設
な
ど
、
高
所
で

の
溶
接
作
業
を
人
手
に
頼

っ
て
い
る
業
界
は
多
く
あ

り
、
水
平
展
開
で
き
る
よ

う
な
製
品
に
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
示

す
。

世
界
鉄
鋼
協
会
が
24
日

発
表
し
た
7
月
の
鉄
鋼
生

産
実
績
に
よ
る
と
、
70
カ

国
の
粗
鋼
生
産
は
1
億
4

9
2
0
万
㌧
と
前
年
同
月

比
0
・
3
％
減
り
、
2
カ

月
ぶ
り
に
減
少
し
た
。
半

数
余
り
を
占
め
る
中
国
が

3
・
6
％
減
と
2
カ
月
ぶ

り
に
減
少
し
た
。
中
国
以

外
は
3
・
4
％
増
の
7
2

3
0
万
㌧
と
14
カ
月
連
続

増
。
1
―
7
月
の
70
カ
国

生
産
は
10
億
8
1
2
0
万

㌧
と
前
年
同
期
比
0
・
6

％
減
少
し
た
。

前
月
に
比
べ
、
7
月
の

70
カ
国
生
産
は
4
・
3
％

減
と
2
カ
月
連
続
減
少
。

中
国
は
7
6
9
0
万
㌧
で

8
・
1
％
減
っ
た
が
、
中

国
以
外
は
0
・
3
％
増
え

た
。
日
産
量
は
70
カ
国
生

産
で
7
・
3
％
減
り
、
2

カ
月
ぶ
り
に
減
少
。
中
国

は
11
・
0
％
減
、
中
国
以

外
は
3
・
0
％
減
少
し
た
。

詳
細
は
別
表
の
通
り
。

鋼
材
流
通
大
手
の
ア
イ
・

テ
ッ
ク
（
本
社
＝
静
岡
市
清

水
区
、
大
畑
大
輔
社
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
清
水
支
店
・
床

版
事
業
部（
同
区
三
保
）で
、

1
0
0
％
電
炉
材
を
使
用
し

た
環
境
配
慮
型
鉄
筋
付
き
デ

ッ
キ
プ
レ
ー
ト
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

リ
ー
フ
デ
ッ
キ
」
の
製
造
ラ

イ
ン
を
報
道
陣
に
公
開
し

た
。
同
社
は
合
成
ス
ラ
ブ
デ

ッ
キ
プ
レ
ー
ト
「
Ｓ
デ
ッ

キ
」、フ
ラ
ッ
ト
デ
ッ
キ
、
鉄

筋
付
き
デ
ッ
キ
「
リ
ー
フ
デ

ッ
キ
」
の
3
種
類
を
同
一
工

場
で
生
産
し
て
お
り
、
今
年

6
月
の
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー

の
評
定
（
Ｒ
Ｃ
0
5
0
1
―

03
）
取
得
を
機
に
、
リ
ー
フ

デ
ッ
キ
の
本
格
販
売
に
乗
り

出
し
て
い
る
。

リ
ー
フ
デ
ッ
キ
は
上
端
主

筋
、
下
端
主
筋
、
ラ
チ
ス
筋
、

端
部
補
強
筋
、デ
ッ
キ
プ
レ

ー
ト
で
構
成
す
る
ト
ラ
ス
形

状
の
鉄
筋
付
き
デ
ッ
キ
プ
レ

ー
ト
。
鉄
筋
を
工
場
で
取
り

付
け
た
状
態
で
現
場
に
搬
入

し
、
設
置
後
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
打
設
す
る
。
現
場
で
の

配
筋
作
業
を
軽
減
で
き
る
ほ

か
、
工
期
短
縮
に
つ
な
げ
ら

れ
る
。
使
用
す
る
鋼
材
は
1

0
0
％
電
炉
材
で
、
環
境
負

荷
低
減
に
も
配
慮
し
て
い
る
。

製
造
ラ
イ
ン
は
既
存
工
場

内
に
新
設
。
鋼
板
コ
イ
ル
を

ア
ン
コ
イ
ラ
ー
で
伸
ば
し
、

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
、
切
断
を
経

て
デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
を
成
形

す
る
一
方
、
異
形
棒
鋼
コ
イ

ル
と
鉄
線
を
矯
正
機
に
通

し
、
ト
ラ
ス
製
造
機
で
配
筋

を
形
成
す
る
。
デ
ッ
キ
プ
レ

ー
ト
と
ト
ラ
ス
を
圧
接
し
、

端
部
補
強
筋
を
ロ
ボ
ッ
ト
溶

接
で
仕
上
げ
る
。
生
産
能
力

は
月
間
2
万
平
方
㍍
で
、
現

在
の
製
造
人
員
は
5
人
。
今

後
は
稼
働
状
況
を
見
な
が
ら

工
程
改
善
を
進
め
、
生
産
効

率
の
向
上
を
図
る
。

対
応
サ
イ
ズ
は
幅
4
0
0

㍉
、
6
0
0
㍉
、
長
さ
1
5

0
0
―
1
万
2
5
0
0
㍉
。

圧
接
後
の
搬
送
ラ
イ
ン
に
プ

ラ
ズ
マ
切
断
機
を
備
え
、
物

件
ご
と
の
図
面
に
応
じ
て
標

準
の
4
0
0
㍉
幅
か
ら
2
0

0
㍉
幅
へ
の
長
手
方
向
の
切

断
に
も
対
応
す
る
。

床
版
事
業
部
で
は
、
3
製

品
の
受
注
か
ら
製
造
、
納
入

ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対

応
。
複
数
種
類
の
デ
ッ
キ
を

使
用
す
る
物
件
で
も
、
一
括

受
注
や
混
載
輸
送
が
可
能

で
、
発
注
者
側
の
手
配
・
管

理
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
輸
送
効
率
の
向
上
に
も

つ
な
げ
る
。

全
社
の
営
業
ス
タ
ッ
フ
に

対
し
て
製
品
説
明
や
勉
強
会

を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
は

設
計
事
務
所
な
ど
へ
の
提
案

活
動
を
強
化
す
る
。「
3
種
類

の
デ
ッ
キ
を
同
一
工
場
で
生

産
で
き
る
こ
と
が
当
社
の
強

み
。鉄
骨
か
ら
床
材
ま
で
、す

べ
て
任
せ
て
も
ら
え
る
会
社

を
目
指
し
た
い
」（
信
太
康
裕

執
行
役
員
床
版
事
業
部
長
）

と
し
、
販
売
拡
大
を
通
じ
て

顧
客
の
利
便
性
向
上
と
建
設

現
場
の
省
人
化
、
環
境
負
荷

低
減
を
図
り
、
社
会
か
ら
求

め
ら
れ
る
企
業
を
目
指
す
。

関
係
筋
に
よ
る
と
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
2
0
2
6

年
11
月
の
国
内
生
産
は
、

日
当
た
り
1
万
4
4
0
0

台
後
半
の
水
準
と
な
る
見

通
し
だ
。
前
年
同
月
を
約

18
％
上
回
る
高
い
水
準
で

9
、
10
月
の
計
画
も
前
月

の
内
示
に
比
べ
上
方
修
正

さ
れ
た
。
特
に
10
月
は
同

1
万
4
5
0
0
台
を
超
え

る
水
準
と
な
る
計
画
だ
。

部
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
に

向
こ
う
3
カ
月
間
の
計
画

と
し
て
内
示
さ
れ
た
も
の

で
、
11
月
は
21
日
稼
働

で
、
月
間
30
万
4
0
0
0

台
強
の
水
準
。
9
月
は
22

・
5
日
稼
働
で
同
32
万
3

5
0
0
台
弱
（
日
当
た
り

1
万
4
3
0
0
台
後
半
）、

10
月
は
22
日
稼
働
で
同
32

万
8
0
0
台
強
（
同
1
万

4
5
0
0
台
後
半
）
の
水

準
。
9
月
は
前
月
内
示
か

ら
日
当
た
り
40
台
程
度
、

10
月
も
同
1
5
0
台
超
上

方
修
正
さ
れ
た
。

ト
ヨ
タ
の
国
内
生
産

は
、
燃
料
価
格
高
騰
な
ど

の
影
響
に
よ
り
中
国
向
け

の
需
要
が
低
迷
し
て
い
る

が
そ
の
分
、
需
要
の
高
い

車
種
の
国
内
出
荷
向
け
に

生
産
を
振
り
替
え
て
お

り
、高
い
生
産
を
継
続
。コ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
、

「
ト
ヨ
タ
の
生
産
は
年
内

堅
調
な
水
準
で
、
加
工
量

も
ほ
ど
良
い
状
態
で
推
移

す
る
と
思
わ
れ
る
」
と
の

見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

環
境
炉
内
金
物
メ
ー
カ
ー

の
並
田
機
工
（
本
社
＝
大
阪

市
大
正
区
、松
宮
幹
雄
社
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
大
阪
シ
テ
ィ

バ
ス
に
車
内
広
告
を
掲
出
し

た
と
発
表
し
た
。
対
象
は
同

社
の
鉄
道
最
寄
り
駅
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
大
正
駅
か
ら
最
寄
り
の

バ
ス
停
小
林
を
結
ぶ
路
線

で
、
2
種
類
の
ポ
ス
タ
ー
が

計
10
台
に
掲
出
さ
れ
て
い
る

＝
写
真
。
期
間
は
8
月
16
日

か
ら
1
年
間
。

今
回
の
取
り
組
み
は
認
知

度
向
上
の
一
環
と
し
て
、
日

常
生
活
の
中
で
多
く
の
目
に

触
れ
る
公
共
交
通
機
関
を
通

じ
、
同
社
の
存
在
や
事
業
内

容
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。ポ

ス
タ
ー
に
は
2
年
前
か

ら
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

い
る
漫
画
「
じ
ゃ
り
ン
子
チ

エ
」の
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
、

同
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
世
界
の
プ
ラ
ン
ト
を
支
え

る
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

技
術
を
通
じ
、
環
境
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
産
業
イ
ン
フ
ラ
を

支
え
て
い
る
こ
と
を
表
現
し

た
。松

宮
社
長
は
「
大
阪
ら
し

い
『
じ
ゃ
り
ン
子
チ
エ
』
と

と
も
に
、
地
元
・
大
正
を
走

る
バ
ス
で
当
社
を
発
信
で
き

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。

広
告
を
き
っ
か
け
に
並
田
機

工
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
大

正
か
ら
世
界
の
プ
ラ
ン
ト
を

支
え
る
会
社
が
あ
る
こ
と
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
す
。

米
鉄
鋼
大
手
の
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
・
ク
リ
フ
ス
は

21
日
、
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
に
よ
る
5
億

㌦
の
助
成
金
を
活
用
し
、

ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
製
鉄
所
の

高
炉
改
修
な
ど
に
10
億
㌦

（
約
1
6
0
0
億
円
）
を

投
資
す
る
と
発
表
し
た
。

2
年
前
に
直
接
還
元
鉄
と

電
炉
化
に
同
額
を
投
資
す

る
計
画
を
発
表
し
て
い
た

が
、
Ｄ
Ｏ
Ｅ
の
助
成
対
象

変
更
に
伴
い
、
高
炉
維
持

に
方
針
転
換
し
た
。

同
製
鉄
所
は
自
動
車
や

ト
ラ
ッ
ク
向
け
の
外
板
を

生
産
す
る
同
社
の
旗
艦
拠

点
で
、
年
間
粗
鋼
生
産
量

は
3
0
0
万
㌧
。
高
炉
改

修
に
加
え
、
熱
電
供
給
設

備
を
建
設
し
、
高
炉
ガ
ス

を
回
収
・
利
用
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
高
め
る

ほ
か
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

プ
ロ
セ
ス
制
御
技
術
な
ど

を
導
入
す
る
。

タ
カ
ミ
ヤ
は
こ
の
ほ

ど
、
農
業
Ｄ
Ｘ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｄ

Ｅ
Ｒ
Ｕ（
メ
ガ
デ
ル
）」を
、

茨
城
県
常
総
市
が
導
入
し

た
と
発
表
し
た
。
自
治
体

が
保
有
す
る
農
地
情
報
を

ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
し
、
地

域
内
外
に
い
る
農
地
の
担

い
手
と
効
率
的
に
つ
な
ぐ

仕
組
み
を
提
供
す
る
。

同
サ
ー
ビ
ス
は
農
業
者

が
求
め
る
専
門
的
か
つ
詳

細
な
情
報
を
い
つ
で
も
閲

覧
・
比
較
で
き
る
も
の
。

さ
ら
に
、
現
地
の
写
真
や

詳
細
な
状
況
、
周
辺
環
境

な
ど
を
柔
軟
に
掲
載
し
、

自
治
体
自
ら
が
地
域
の
農

地
の
魅
力
を
よ
り
具
体
的

に
発
信
で
き
る
。
現
地
確

認
が
難
し
い
遠
方
の
居
住

者
で
も
営
農
の
イ
メ
ー
ジ

が
湧
き
や
す
く
な
り
、
地

域
外
の
就
農
希
望
者
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
。

常
総
市
は
農
地
の
貸
し

借
り
な
ど
の
業
務
を
担
う

中
で
、
窓
口
や
電
話
対
応

の
負
担
を
減
ら
し
、
効
率

良
く
情
報
を
届
け
ら
れ
る

と
し
て
導
入
を
決
め
た
。

同
社
は
農
地
情
報
の

「
見
え
る
化
」
を
通
じ
て

農
地
所
有
者
と
担
い
手
が

つ
な
が
り
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
支
援
し
、
生
産
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

と
い
っ
た
農
業
課
題
の
解

決
に
貢
献
す
る
。

日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
は
25

日
、
顧
客
接
点
を
持
つ
幅

広
い
業
界
を
対
象
に
コ
ン

タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
の
高
度

化
を
総
合
的
に
支
援
す
る

サ
ー
ビ
ス
「
Ｎ
Ｓ
Ｒ
ｅ
ｌ

ａ
ｔ
ｏ
（
エ
ヌ
エ
ス
リ
レ

ト
）」の
提
供
を
開
始
し
た

と
発
表
し
た
。
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
顧
客
応
対
・
チ
ケ

ッ
ト
管
理
を
中
核
に
、
顧

客
と
の
接
点
情
報
と
顧
客

・
製
品
・
契
約
な
ど
の
事

業
デ
ー
タ
を
統
合
す
る
サ

ー
ビ
ス
で
、
問
い
合
わ
せ

対
応
の
効
率
化
な
ど
を
実

現
す
る
。

さ
ら
に
「
エ
ヌ
エ
ス
リ

レ
ト
」
は
、
コ
ン
タ
ク
ト

セ
ン
タ
ー
の
業
務
効
率
化

に
と
ど
ま
ら
ず
、
顧
客
接

点
を
企
業
価
値
の
創
出
に

つ
な
げ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
へ
の
進
化
を
目
指
し

て
お
り
、
今
後
は
、
蓄
積

す
る
顧
客
接
点
情
報
を
顧

客
・
契
約
・
製
品
情
報
と

連
携
・
集
約
し
、
Ｖ
ｏ
Ｃ

（
ボ
イ
ス
・
オ
ブ
・
カ
ス

タ
マ
ー
）
分
析
や
Ａ
Ｉ
活

用
基
盤
に
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。

米
国
鉄
鋼
協
会
（
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
）
に
よ
る
と
、
6
月

の
米
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
鋼

材
出
荷
量
は
前
年
同
月
比

8
・
7
％
増
の
8
5
3
万

6
5
0
0
ネ
ッ
ト
㌧
（
約

7
7
4
万
4
2
0
0
㌧
）

と
16
カ
月
連
続
で
増
加
し

た
。
前
月
比
で
は
4
・
8

％
増
加
し
た
。

1
―
6
月
の
出
荷
量
は

前
年
同
期
比
5
・
3
％
増

の
4
7
5
2
万
7
1
0
1

Ｎ
㌧
（
約
4
3
1
1
万
5

9
0
0
㌧
）。品
種
別
で
は

耐
食
鋼
が
14
％
増
、
熱
延

鋼
板
が
8
％
増
、
冷
延
鋼

板
が
横
ば
い
。

創
業
80
周
年
を
記
念
す
る

と
と
も
に
、
同
社
の
熱
技
術

を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
生
ま
れ
た
。
炎
の
よ
う
な

頭
頂
部
と
、
瞳
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
に
社
章
マ
ー
ク
が
入
っ
て

い
る
点
が
特
徴
だ
。

名
前
は
同
社
の
コ
ア
技
術

で
あ
る「
サ
ー
モ
テ
ッ
ク（
熱

技
術
）」に
由
来
す
る
。
み
ん

な
を
笑
顔
に
し
、た
め
息（
Ｃ

Ｏ
2
）
を
減
ら
す
こ
と
が
得

意
で
、
親
し
み
や
す
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
通
じ
て
、
熱
技

術
や
同
社
の
魅
力
を
幅
広
い

世
代
に
伝
え
る
。

現
在
は
会
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
名
刺
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、ノ
ベ
ル
テ
ィ
ー
、

展
示
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

活
躍
す
る
。

▽名前＝さーもてっくん
▽誕生日＝2025年12月5日
▽出身地＝堺事業所・熱技
術創造センター
▽所属＝中外炉工業
▽種別・モチーフ＝工業炉
に宿る妖精
▽好きなこと＝みんなを笑
顔にし、ため息（ＣＯ2）を
減らすこと

プ
ロ
テ
リ
ア
ル
は
25

日
、
9
月
26
―
27
日
に
松

江
市
総
合
体
育
館
（
島
根

県
）
で
開
催
さ
れ
る
山
陰

最
大
級
の
音
楽
フ
ェ
ス

「
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
・
プ
レ

ゼ
ン
ツ

Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
Ｓ

2
0
2
6
」
に
タ
イ
ト
ル

ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
参
画

す
る
と
発
表
し
た
。

こ
の
音
楽
フ
ェ
ス
は
、

山
陰
エ
リ
ア
に
大
規
模
音

楽
フ
ェ
ス
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、「
音
楽
で
山
陰
を

盛
り
上
げ
る
」
こ
と
を
目

的
に
2
0
2
4
年
に
ス
タ

ー
ト
し
、
本
年
で
3
回

目
。プ

ロ
テ
リ
ア
ル
は
、
特

殊
鋼
事
業
の
メ
イ
ン
工
場

と
し
て
1
8
9
9
年
に
島

根
県
安
来
で
設
立
さ
れ
た

雲
伯
鉄
鋼
合
資
会
社
を
前

身
と
す
る
安
来
工
場
を
擁

し
、
山
陰
地
方
に
お
い
て

1
0
0
年
以
上
に
わ
た
っ

て
事
業
を
展
開
し
、
地
域

社
会
と
共
に
発
展
し
て
き

た
。共

に
歩
ん
で
き
た
山
陰

地
方
へ
の
感
謝
の
思
い

と
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性

化
へ
の
願
い
か
ら
、
趣
旨

に
賛
同
し
、
タ
イ
ト
ル
ス

ポ
ン
サ
ー
と
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
支
援
す
る
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に

よ
る
と
、
解
体
工
事
の
倉

本
組（
大
阪
市
住
之
江
区
）

は
、
8
月
7
日
に
大
阪
地

裁
か
ら
破
産
手
続
き
開
始

決
定
を
受
け
た
。
負
債
は

2
0
2
5
年
10
月
期
末
時

点
で
約
10
億
5
0
0
0
万

円
だ
が
、
変
動
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。

破
産
管
財
人
に
は
、
阪

口
彰
洋
弁
護
士
が
選
任
さ

れ
て
い
る
。
1
9
5
4
年

に
設
立
。
当
初
は
船
舶
の

解
体
を
主
力
と
し
、
同
事

業
で
獲
得
し
た
特
殊
溶
断

技
術
を
用
い
て
、
高
炉
や

加
熱
炉
、
ガ
ス
タ
ン
ク
、

プ
ラ
ン
ト
と
い
っ
た
大
型

設
備
の
ほ
か
、
鉄
橋
な
ど

の
解
体
に
も
対
応
。
そ
の

後
、
建
築
物
の
解
体
工
事

に
も
領
域
を
広
げ
て
い

た
。
解
体
工
事
に
よ
り
排

出
さ
れ
る
鉄
・
非
鉄
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
卸
の
ほ
か
、
製

鉄
会
社
の
工
場
内
に
お
け

る
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
管
理
を

は
じ
め
、
ビ
レ
ッ
ト
や
製

品
の
運
搬
、
製
品
の
品
番

管
理
と
い
っ
た
作
業
も
請

け
負
い
な
が
ら
事
業
を
拡

大
さ
せ
、
23
年
10
月
期
に

は
売
上
高
約
9
億
2
2
0

0
万
円
を
計
上
し
て
い

た
。こ

う
し
た
中
、
大
手
電

機
メ
ー
カ
ー
の
工
場
解
体

工
事
に
伴
う
大
口
受
注
を

獲
得
。
25
年
10
月
期
の
年

売
上
高
は
約
27
億
2
1
0

0
万
円
に
伸
長
し
て
い
た

も
の
の
、
期
中
の
25
年
3

月
に
前
代
表
が
死
去
す
る

な
ど
で
社
内
体
制
が
混

乱
。
大
口
工
事
に
関
し
て

は
、
燃
料
費
や
外
注
費
の

高
騰
な
ど
で
採
算
も
悪
化

し
て
い
た
。
追
加
資
金
を

借
り
入
れ
る
な
ど
し
て
い

た
も
の
の
、
状
況
は
好
転

し
な
か
っ
た
。
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日
付
）

■
管
理
職
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自
動
車
鋼
材
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自
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鋼
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貿
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Ｆ
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事
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Ｓ
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▽
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Ｅ
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テ
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支
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〈
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ベ
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Ｊ
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商
事
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ハ
テ
ィ
ン

支
店
長
〈
ハ
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イ
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店
駐
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吉
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秀
人

▽
東
部
鉄
鋼
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板
部
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板
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ケ
ー
・
ア
ン
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ア
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特
殊
管
販
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出
向
）
田
中
啓
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▽
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特

殊
管
販
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Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
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向
﹇
取
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部
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▽
鉄
鋼
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本
部
厚
板
・
エ

ネ
ル
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ー
鋼
材
貿
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部
エ
ネ
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ー
鋼
材
・
鋼
管
貿
易
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（
鉄

鋼
貿
易
本
部
薄
板
貿
易
部
薄
板

貿
易
室
）
内
田
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平

▽
資
機
材
本
部
資
機
材
部
資

機
材
室
（
休
職
﹇
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

労
働
組
合
専
従
員
﹈）池
山
道

世界粗鋼生産
（単位 :100万㌧、%）

7月 前 年
同月比 1―7月 前 年

同期比
地域別
アフリカ 2.0 6.1 14.6 9.5
アジア・
オセアニア 109.4 �1.2 799.6 �0.9

EU27 10.5 3.8 76.0 0.4
他欧州 3.7 5.8 25.7 5.5
中東 3.8 �13.4 29.6 �8.1
北米 9.6 4.9 65.9 5.4
ロシア、他CIS、
ウクライナ 6.7 2.2 45.5 �6.0

南米 3.6 2.8 24.1 0.0
70カ国計 149.2 �0.31,081.2 �0.6
上位10カ国
中国 76.9 �3.6 577.0 �3.1
インド 14.4 1.9 101.1 6.1
米国 7.4 4.4 50.2 6.0
日本 6.9 0.4 47.3 �0.3
ロシア 5.7 3.3 38.1 �6.1
韓国 5.7 6.4 37.4 2.7
トルコ 3.4 7.0 23.2 7.9
ドイツ 2.8 3.0 21.4 8.1
ブラジル 2.8 0.1 19.1 �1.2
ベトナム 2.7 34.7 17.9 28.0

世界鉄鋼協会

車
内
に
広
告
、認
知
度
を
向
上

地元走るバスで
「並田機工」発信

川崎重工製のアーク溶接ロボット
を使った升目溶接

ア
イ
・
テ
ッ
ク

ア
イ
・
テ
ッ
ク

環境型デッキ新ライン公開環境型デッキ新ライン公開

デッキプレートとトラスを圧接

トラス製造機で配筋を形成

さーもてっくんさーもてっくん
中外炉工業

笑
顔
で
Ｃ
Ｏ
2
減

デ
ッ
キ
3
種

同
一
工
場
で
生
産

一
括
受
注
・
混
載
輸
送
に
対
応
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